基調講演「見たものと見なかったもの」 by 竹山 昭
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藤尾：皆さん、こんにちは。お待たせをいたしました。ただ今から平成27年度、鹿児
島純心子大学キリスト教文化研究センターの公開セミナーを開催いたします。申し遅
れましたが、私、本日の全体進行の役を仰せつかりました、こども学科の藤尾でござ
います。どうぞよろしくお願いいたします。では、初めに鹿児島純心女子大学学長、
松下栄子からごあいさつを申し上げます。
松下：皆さま、こんにちは。キリスト教文化研究センターの公開セミナーにお越しい
ただきまして、誠にありがとうございます。このセミナーは鹿児島純心女子大学の教
職員のFD、SDとして位置づけられておりまして、教職員の皆さまがこれにご参加く
ださいますようにというふうにお知らせをさせていただきましたが、お集まりいただ
きまして誠にありがとうございます。そしてまた、皆さまのお顔も見えて大変うれし
く思います。ようこそおいでくださいました。ありがとうございます。
　本日は、「キリスト教と教育」というテーマで、竹山昭先生にお話をいただきます。
竹山先生はこの後、講演者紹介ということでまた担当の方からご紹介があるかと思い
ますが、この鹿児島純心大学の開学の時から、もう20年以上にわたって大学と歩みを
共にしてくださり、大学のためにいろいろご尽力を頂いております。それと同時に、
純心女子学園の理事としましても、短期大学時代からずっと、長年私たちに関わって
くださっております。特に私ども大学に取りましては、竹山先生の存在は大変大きな
ものがあります。私どもの精神的な支柱とでも申し上げさせていただきたいぐらい、
そのような思いでおります。
　本日は竹山先生が長年にわたりまして鹿児島純心女子大学の教育に携わってこられ
て、そのご経験とそれからその思いの丈を、今日はお話しいただけるのではないかな
と思っております。私どももこの先生のお話を伺いながら、またあらためて純心教育
の原点に立ち返るという、そういう機会にできればと思っております。どうぞ本日は
よろしくお願いいたします。
平成27年度鹿児島純心女子大学キリスト教文化研究センター公開セミナー
『キリスト教と教育」
　　　　　　　日　時：2016年２月26日（金）14：00～ 16：00
　　　　　　　　　於　：サンタマリア館　　階段講義室
　　基調講演　「見たものと見なかったもの」　
　　　　　　　　　　鹿児島純心女子大学特任教授　　　　竹山　昭　神父
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藤尾：では、続きまして、キリスト教文化研究センターの所長、岡村から講師のご紹
介を申し上げます。
岡村：では、私の方から本日の講師をされる竹山昭神父のご紹介をさせていただきま
す。先生は1941年に長崎県北松浦郡佐々町にお生まれになり、その町にほど近い潜
竜という地域で幼少期をお過ごしになりました。去年の９月にキリスト教文化研究セ
ンターが企画しまして、信徒発見150周年記念としまして、長崎県の平戸・生月のキ
リシタンゆかりの地へ研修旅行に行きました。総勢18名の先生方が参加してください
まして、その中には竹山先生もいらっしゃいました。２泊３日の旅でしたが、平戸や
生月の自然や歴史に触れ、また７つの教会を巡り、人々の温かいおもてなしに感激い
たしました。先生が参加してくださいましたので、その３日間とも、その日最初に訪
れた教会でミサを挙げさせていただきました。研修というよりは巡礼と言った方がい
いような心洗われる旅でした。３日目に先生が幼少期を過ごされた潜竜の町をバスの
中からでしたけれども、見ることができました。私はバスの中ではいつも先生の隣に
座っていたのですが、潜竜の町を見る先生の目の輝きを今でも思い出します。少年の
ような無邪気な目をしていらっしゃいました。とても懐かしかったのだと想像します。
先生が過ごされたころは、潜竜は炭鉱の町だったとお伺いしております。
　さて、1963年、上智大学文学部哲学科を卒業され、1967年にはカトリック司祭に
叙階されました。1973年、上智大学神学部大学院博士課程を修了され、神学博士号
を取得されております。その後、鹿児島でカトリック司祭として、宣教に携わるかた
わら1972年からは鹿児島純心女子短期大学で教鞭を執っておられます。1988年、鹿
児島純心女子短期大学教授を務められ、そして1994年、この鹿児島純心女子大学開
学後は、私たちの大学で教授を務めておられます。
　現在はザビエル教会の主任司祭として、宣教に携わるかたわら、本学特任教授とし
て「キリスト教概論」や「聖書購読」「人間の探求」「海外こども文学」「キリスト教と生命
倫理」など、担当されておられます。また先生の著書として、お手元の資料にもあり
ますように、『主よ、ひかりを』『カトリックの信仰』『ザビエルの拓いた道』などを出版、
執筆されておられます。また論文も多数発表されておられます。
　先生は年末年始にかけて体調を崩されまして、つい最近まで入院されておられまし
た。現在も体調が万全でない中、この講演を引き受けていただいております。先生は
先ほどの学長先生のお話にもありましたように、この大学の開学からずっと教鞭を執
られ、この大学の歴史を見てこられています。先生の大学に対する思いの丈を今日は
十分に語っていただけるものと思います。先生、どうぞよろしくお願いいたします。
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はじめに
竹山：ただ今、学長先生や藤尾先生、文化研究所の所長からご丁寧な紹介やごあいさ
つを頂きました。とても恐縮しております。21年間大学と関わってきたので話すこと
がたくさんあるはずだから話せということになって、深く考えずに、「よければ今年の
研究センターの所員研修会でお話をさせていただきましょう」と申し上げた後に、そ
れをFD、SDという形に拡大してやりたいという大学側からの申し出がありました。
どうせ所員の皆さんにお話しするつもりでいたので、「少ない人々に話すのも、大勢に
話すのも同じだから構いませんよ」と言ってあまり深く考えずにお話を引き受けたの
ですが、カトリックの大学での大学教育について思いの丈を話せとあらためて言われ
ると、引き受けない方が良かったなあと正直、そう思っています。とても思いの丈を
話すにしては時間にも制約がありますし、そんなに簡単なテーマではないと思います
ので、今日、私がお話しさせていただくのはほぼ２つの点に内容を絞った方がいいの
ではないかと思います。
　一つは最初に取り上げさせていただくものです。２種類の資料をお配りしてありま
すけれども、聖書の一番最初の書物『創世記』から４章までのテキストをそのまま資料
としてお配りしたのを基に、聖書が人間をどんなふうに捉えているのかということを
語ることを通して、現在私たちが生きているこの世界、それから私たちが教育を行っ
ているこの学生たちが置かれている今の世界の人間理解と、聖書が考えている人間理
解のずれというものを、どこが重なっていて、どこが違うのかということを中心に少
しお話しさせていただきたい。何故それを取り上げたかというと、もしそれが私の誤
解でなければ、私たちの建学の精神はキリスト教の精神から生まれているものですか
ら、当然、それは聖書の人間理解に基づいているということになるでしょう。でも、
それを聞く学生たち、それから私たち教職員が置かれている現代の世界は、その人間
理解を持たない世界ということになります。すると、そのずれを背負って私たちは建
学の精神に基づいて教育を行うという覚悟を持たなければなくなる。そんなに易しい
覚悟ではないと思われますから、一応、そのずれがあって、どういうずれなのかを確
認しておきたい。後は、皆さま方のこれからの教育上の研修と努力に託すしかないだ
ろうと思います。
　２番目に取り上げたいのは、そうはいっても、かなり漠然とした広い話に第１点は
なると思いますから、第２点はもっと具体的な形で『新約聖書』の中のある話を一つだ
け取り上げて、それを読みながら、最初にお話しした事のあるほんの一つの点だけで
すけれども、具体的な形でそれを取り上げてみたい。一般的に『福音的な』という言い
方をキリスト教の世界でよく使うのですが、いつもそれを聞くたびに、一体この人は
福音的ということで、具体的に何を考えて話そうとしているのだろうかと思います。
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キリスト教的と言っても同じでしょうし、カトリック的と言っても同じでしょうが、
その『的』ということで、一体何が表らされていることになるだろうか。その福音的と
言われる捉え方、考え方の具体的な例を、一つの話から探ってみたい。
　取り上げる材料は特殊な話になりますが、ゲラサという地方でイエスが悪霊つきの
男を癒したという、一種の奇跡の物語になります。それを読み、その内容を解きほぐ
しながら、そこで本当は何が起っているのか、何が語られているのかを考えてみたい。
そしてそれを現代の私たちの問題と絡めると、どういうふうに受け取めることができ
るかまで、少し考えてみたいと思います。最後の点については皆さんの中から異論が
あるという可能性がありますので、もしあれば、それは質問の時間にでも出していた
だければいいと思います。ともかく一応、そういう計画で２つの点を中心にお話しし
てみたい。
聖書の人間理解と現代の人間理解
　まず最初の主題を取りあげます。『創世記』と呼ばれる最初の書物からテキストを
取っている、この資料の方を手元にお出しください。ここで詳しく読むことはできま
せん。実はこれは学生たちの講義で、毎年取り上げるテキストの箇所でもあります。
学生たちにはこのテーマに少なくとも３回、つまり270分をかけてその内容を解きほ
ぐすそういうテーマですから、それを今回与えられた時間で十分に解きほぐすことは
難しいと思いますので、後で皆さんが読む時の助けのために、これがどういう形で書
かれているかをまず簡単にお話しした後、一つの点だけを取り上げておきたいと思い
ます。
　皆さんは聖書を読むというふうに表現なさると思いますし、またそのとおりなので
すが、多分聖書は読むものではなくて、聞くものだと思います。つまり聖書を書いた
人々は、人々が読んでそれを理解するというよりも、聞いて理解するものということ
を想定して書いていると思われるということです。
　理由は皆さんがすこし想像してくださればすぐ分かります。今、私たちは印刷機と
いうものを持っていて、どんどん短い期間に大量の同じ物を印刷してみんなの手元に
届けることができます。しかしそれはヨーロッパの中世時代のグーテンベルクが印刷
機を発明した後の時代のことで、それ以前はみんな書物が欲しければ手で書き写すし
かないという時代ですから、手元にはごくわずかの人の所にしか本がない。他の人は
誰かに朗読してもらってそれを聞いて内容を理解する、当然そういうふうな形を取っ
たと思います。聖書も同じです。ですから、聖書を読む時には、これはもともと人々
は聞いて理解したんだというふうに思って接してくださればいろんな点で皆さんの
役に立つのではないかと思います。現に朗読してもらってそれを聞いていると、いろ
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いろな事に気が付きます。今日、出した資料もそういう性質の物ですから、人前では
ちょっとやりづらければお家に帰って、自分の部屋に自分一人になって、声を出しな
がらそのテキストを読んでくだされば、これからお話しするいくつかの特徴は確かめ
ることができます。
　例えば、最初の創造についての記述は極めてきちんとした書き方がしてあります。
決まったパターンを使って、決まったテーマを決まった表現を繰り返しながら７日間
にわたって書いている。すると、聞いていると、当然あるリズム感が伝わってきます。
例えば、毎日に近い形で「神はこれを見てよしとされた」という繰り返しが出てきます。
この短い間にそれを６回も７回も聞くと、当然聞いている人は、「この世界は良い世界
として造られたのだ」という思いがごく自然に入り込むことになる。そういうふうな
形でこの創造物語は書いてありますし、同じテーマや表現が毎日ではありませんけれ
ども、ほぼ日ごとに繰り返されていきますから、聞いているとリズミカルな文章の中
に書いている人が伝えたい思想、考えが聞いている人へ手渡されていくというような
書き方が使われています。
　２番目の創造の物語は違います。これはもっとのんびりした、『昔々、おじいさんと
おばあさんがいました。おじいさんはしば刈りに…』という日本の民話に出てくるよ
うな、あのような素朴なお話というスタイルで書いてありますから、最初の書き方と
は全然違います。素朴な形を通して、でも、最初の話と似たような共通のテーマが私
たちに手渡されていく、実はそういうふうな書き方である部分ということになります。
だからもちろん、書いてある通りに客観的な事実として起こっている、そう考える必
要は全くない。むしろそう考えると、それは間違った読み方になります。
　アメリカなどではファンダメンタリズム、つまり原理主義と呼ばれる聖書の読み方
が人々の間にまだ根強く残っているようですが、それは聖書を正しく読む読み方では
ない。だからその箇所がどういう書き方がしてあるかということを参考にしながら聖
書は読んだ方がいいと思います。そういう中で、じゃあ最初の創造物語が何を伝えよ
うとしているかというのは、これははっきりしていて、神が世界と人間をお造りになっ
たという思想を、今触れたような方法を使って伝えようとしています。しかも、人間
の創造を目指して神の創造の業は行われたと考えていることも歴然としています。神
が１日目に何を造ったか、２日目に何を造ったか、一覧表にすれば、それはすぐ出て
きます。２日目に造ったものは１日目に造ったものがないと存在できない。３日目の
物は１日目と２日目に造られたものが無いと存在できない。あるいは生きていけない
という形で神は世界を造っていったというふうに書いてありますから、私たちの言葉
で言うと、極めて秩序正しい世界を、秩序正しく神は造られたと、この著者は言って
いることになるでしょう。だから聖書の世界だと、神が手を引かれると、世界は無に
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戻るのではない。そうではなくて、混沌に戻ります。秩序が無くなるからです。そし
て混沌に戻るというのは、現代の私たちだと、無に戻るとほぼ同じような重さを持っ
た表現ということになるでしょう。
　そういう中で、じゃあ一番最後に人間が造られているというのは、どういう意味を
持つか。これはさきほど話した、前に造られたものがないと後のものは存在できない
ということを元に考えれば、すぐ答えは出ます。人間は光と闇から始まって、天と
地、上の水と下の水、大地と海、空を飛ぶ生き物、水の中の生き物、陸の上の植物と
動物、造られていた全ての物が人間にとって生きるために必要だと言われていること
になります。別の表現をすれば、人間はありとあらゆるもの全てのお世話になって初
めて生きていくことができる。これがここで表されている聖書の思想ということにな
るでしょう。人間はもっと感謝しながら謙虚になるべきだ、ということになるでしょ
う。その中のどれが欠けても生きていけない存在なら、そのものに感謝し、そのこと
を喜び、謙虚にそのお世話になることを受け入れる、そういう謙虚さが必要だという
ことになります。人間がそうでなくなった時、どうなっていくか。私たちはもうこの
21世紀の世界でよく知っています。ですから、今から約3,000年近い、二千数百年前
に書かれたこの文章が、実は現代のさまざまな問題を照射している文章でもあるとい
うことに気付くと、ある意味では愕然とするかもしれません。
　その中で一番最後に造られたものが人間だと、この物語は述べています。つまり人
間が一番重いものとして考えられているということでしょう。では具体的にどのよう
に人間を描いているかといえば、とても単純な表現で述べてあります。26節に「神は
言われた。われわれにかたどり、われわれに似せて人を造ろう。そして海の魚、空の鳥、
家畜、地の獣、地を這うもの全てを支配させよう。神はご自分にかたどって人を創造
された。神にかたどって創造された。男と女に創造された。神は彼らを祝福して言わ
れた。産めよ、増えよ、地に満ちて地を従わせよ。海の魚、空の鳥、地の上を這う生
き物をすべて支配せよ」。
　言われている事は単純な表現に直せばこういうことです。人間はいっとう最初から、
三重の関わりの中に造られているということです。まず神の似姿としてですから、当
然、神との関わりの中に初めから考えられている。他の生き物を支配しなさいと言わ
れているので、私たちがひっくるめて自然と呼ぶ、人間以外の存在との関わりの中に
置かれている。そして男と女に造られたと言い替えていますから、後でこの男と女は
結婚のことを扱うので、そのことへの布石、準備と考えることができますが、もっと
広く考えれば、他の人との関わりの中に人間は生きるべきということです。ちょうど
魚を釣る時に一本釣りするみたいに、神が人間を、一人一人を個別にご自分の似姿と
して造られたというだけではなく、人と人は関わり合いながら、神の似姿として生き
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るべきものと考えられていることを示すでしょう。
　この中で一番基本になっているものはご存じのとおり、神の似姿として造られたと
いう人間理解です。これはそのまま『新約聖書』、キリスト教を通して、現代にまで受
け継がれてきたキリスト教的な人間理解の根本にある人間理解です。そしてこの理解
が現代の人間観にすっぽりと落ちているものでもあります。そこから一体どういう問
題が出てくるのか、それは皆さんにはもうよくお分かりだと思います。私たちは人間
を神の似姿とは夢思わない。そういうことは認めない文化の中で、なお神の似姿とし
ての人間の尊厳を説かなければならないとすれば、それは容易な事ではない。思想の
立場から容易でないだけではなくて、具体的な問題が解決できなくなる。そういう例
を私たちはたくさん知っています。つまり現代人は解決の道を見出すことができない
でいる問題がたくさんあって、その中のいくつかは、人間が神との関わりの中に置か
れているという人間観を認めない、あるいは持たないからだと言うことができる。こ
れが私たちが教育の場で置かれている、私たちにとっての一つの制約のようなもので
あり、学生たちがそういう人間観を聞いたこともないし学んだこともない中で、ここ
で建学の精神という形で、そういう人間観に基づいた教育を受ける時に感じる一つの
戸惑いのようなものの原因になる、それを否定することはできないだろうと思います。
　具体的な例を挙げた方がいいんでしょうが、それはちょっと時間の都合もあるので、
少し一般的な形でその例を挙げておくにとどめたいと思います。人間の尊厳という問
題が現代にとって欠くことのできない問題だと言われています。では、皆さんは人間
の尊厳の最も深い根拠はどこにあるとお考えになるでしょうか。何故人間に、人間だ
けに、人間の尊厳と呼ばれる誰も奪うことのできない、そういう尊さがあると言い張
ることができるとお考えでしょうか。恐らくその答えを、みんなを納得させる形で答
えることのできる人はほとんどいないのではないかと思います。つまり現代の文化で
は、現代の思想では、この根拠をはっきりと示すことは非常に難しい。
　ある知り合いの家庭裁判所の裁判官をつかまえて、その問題を質問したことがかつ
てありました。その裁判官は非常に正直な人であり、このように答えてくれました。
その質問には裁判官として、あるいは法律家としては、その根拠を答えることはでき
ません。ただ法律がそれを守ろうとするのは、みんながそのことを認めているからで
す。だから法律の名をもってそれを保護しようとしますけれども、その根源的な根拠
は何かというのは、法律の立場からは答えられません。また随分正直な裁判官だと、
その時は思ったんですが、実は、それは珍しいことではない。現代では多くの人がそ
のことを認めます。
　では、人間の尊厳をめぐる争いを人はどうして解決するのだろう。それは自分たち
にどちらが役に立つかという基準を作ります。自分にとって、あるいは社会にとって、
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自分が所属するグループにとって、どちらがより必要か。どちらがより緊急な性格を
持つか。そしてそれを決めたら、そうでない方をどうするかというとつぶすわけです。
そしてより有効な方を残そうとします。他に方法が無いからです。そうして、人は戦
争を繰り返してきました。争いを繰り返してきました。他にもっと良い方法があるな
ら、人はそんなに野蛮なだけではありませんから、別の方法を考えつくでしょう。でも、
今のところ、他の方法を見つけることはできないでいます。だからいろいろな理由を
付けて、オブラートに包んで、まだチャンスが後に残るからと言い訳をして、より自
分たちにとって必要だと思う方を残し、そうでない方を遠くにやるかつぶすか、取り
除くか、ともかくそういう方法に頼って問題を解決してきました。
　キリスト教的な人間観がそこで役割を持つとしたら、その絶対的な根拠を知ってい
るというところにあるでしょう。人は神の似姿として造られた。従って、人間の根本
的な尊厳は神からのみ来ている。だからもし人間の尊厳を奪うことのできるものがあ
るとすれば、それは神以外にはあり得ない。しかし神はご自分が造った人間を、その
尊厳を奪うような事をご自分ではなさらない。だから人は他の人の尊厳を、いや、自
分自身の尊厳をも、自分の手で奪うことができない。それは人間として正しくない。
はっきりとそう言うことができます。ただし、それは場合によっては、自分の命をそ
のために捨てる覚悟がいる。それも否定することはできないでしょう。相手の尊厳を
奪うことしか他に方法が無いと思われるとしたら、自分の命をそのために捧げて、他
の人の尊厳を生かそうとする道を選ばなければならないことがある。私たちは学生に
そのことを本気で語ることができるだろうか。
　毎年、人間の探求の講義の中で一回だけ、日本における人工中絶の問題を取り上げ
ます。それは良くないとか、そういうことを言うためではありません。そんなことは
言わなくてもみんな分かっていますから。ただ、何故日本で人工妊娠中絶がこんなふ
うに割合自由にできるようになったのか、その起源とその変遷の現実を、その裏に潜
んでいる人間の命についての人々の理解の仕方とともに、学生の前にはっきりと描く
ためです。学生の皆さんはあと数年後に自分の問題としてこれに向かい合うことにな
る。それまでに数年しかないとしても、でも必ずその機会が訪れる可能性が高いので、
自分で考えておくようにと準備をさせるためであって、良いとか悪いとかということ
を言うだけの問題ではない。でも、どうして日本ではその問題をまともに取り上げる
ことができないのだろうか。その問題を置いておいて、自殺の問題とか、その他の問
題はよく取り上げられますが、この問題とちゃんと向かい合わずに、他の問題の解決
を本当に考えることができるだろうか。今日、日本だと、年間おおよそ20万から30
万人ぐらいの中絶児の届け出があるそうです。専門家は大体その３倍から４倍が実数
だと、みんな口をそろえて言います。すると毎年私たちは薩摩川内市を６つないし８
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つ分、つぶしていっていることになります。それが統計の数字が示す本当の意味でしょ
う。それはみんな私たちが命をどう考えるのか、人間というものをどう考えるのか、
そういう問題と無関係とは言えないだろうと思います。
　つくづくと思います、これがあの建学の精神を掲げて、学生たちの教育に臨もうと
している私たちにいわば課せられている、枷のようなもの制約のようなものに当たる
と。それを知らずに学生の教育に邁進するよりも、どんなに困難であってもその枷を
背負って、その克服のために学生の教育にあたりたいと思います。
見たものと見なかったもの
　では、２点目の方に移ります。２点目はもう一つの種類の資料をお渡ししていると
思います。これも新約聖書の『マルコ福音書』に出ている、ゲラサの悪霊つきの男のい
やしと呼ばれる、イエスの奇跡物語をそのままコピーしたものです。その話の筋は後
でゆっくり読んでいただくとして、ここには実は４つの奇跡物語が続けて述べられて
いて、いずれも弟子たちのためにイエスが行った奇跡だと、聖書学者たちが考えてい
るものです。
　この直前に、嵐の湖を船に乗ってイエスと弟子たちが渡り切ろうとし、その途中で
弟子たちが「私たちは沈みそうだ」と慌てるものですから、イエスが、嵐に向かって「黙
れ、静まれ」と言って湖を静かにさせて向こう岸に渡った話が述べられています。こ
の湖の風と波を鎮めた話とこの話は後で関連してきますから、その時にまた触れるこ
とにします。一般的な言い方をすれば、これは一つの「いやしの奇跡」のタイプに属す
るのですがでも、この話はちょっと変わっているところがあって、そのあたりを中心
にお話ししてみたいと思います。
　イエスと弟子たちは嵐を鎮めた後、船に乗ってそのまま向こうのゲラサ人の地方に
着いた、と話は続きます。ゲラサは資料の方に地図を載せておきましたから、ご覧く
ださると分かるように、ガリラヤ湖というかなり大きな湖、イエスの活動舞台の一つ
になるものですが、その湖岸から大体50～ 60キロぐらい離れた所にある町のようで
す。でもマルコはそれはちょっと遠過ぎると考えたのでしょうか、ゲラサ地方という
ふうにもっとやんわりと言い替えています。何故、湖からあんまり遠いと困るのかと
いうのは、後の方で分かります。
　ここで豚を飼っている人の話が出てきますから、ユダヤ人ではない、聖書が異邦人
と呼ぶ人々が住んでいた地域だということがそれで分かります。ユダヤ人は豚を食べ
ないし食べてはいけない。現代のイスラム人と同じです。従って豚を飼わないので、
豚を飼っている人がいるというのは異邦人の地方だということになります。このゲラ
サというのは、ガリラヤ湖と呼ばれる湖の東南の方に広がっている10の町がある地域
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に属します。ギリシア人の植民地だと古くから言われています。つまりユダヤ人の住
んでいる地域ではないということになります。そこにイエスと弟子たちが船で着くと、
たった一人だけがこの一行を迎えに出ました。それは悪霊に取りつかれている男。マ
ルコはこの人の描写をするのですが、その描写のあまりのすさまじさにびっくりして
しまうほどです。
　ここにはそのまま引用しておきました。「この人は墓場を住まいとしており、もはや
誰も鎖を用いてさえもつなぎとめておくことはできなかった。これまでにもたびたび
足枷や鎖で縛られたが、鎖は引きちぎり足枷は砕いてしまい、誰も彼を縛っておくこ
とはできなかったのである。彼は昼も夜も墓場や山で叫んだり、石で自分を打ちたた
いたりしていた」。
　同じ話がまたマタイやルカにも出てくるのですが、マタイはこんなにすさまじい描
写をしません。もうちょっと柔らげた形で書いてあります。何故これをすさまじいと
言ったかというと、墓場って何だろう。墓場というのは死んだ人のための憩いの場で
あって、生きている人が住む所ではない。人が生きながら死んだ人のための場である
墓場に住まざるを得ない。それは現代人の私たちなら、その人の疎外の状況を表して
いる、多分、そう言うだろうと思います。その人の本来の姿ではない状況で生きざる
を得ないということ。その上、誰もこの人を引き止めることができない。よく火事場
のばか力という言い方を日本語でしますけれども、この人は鎖でつないでも、足枷で
つないでも、すぐにそれを壊してしまって、誰もその人を大人しくさせることはでき
ない。大声でわめくし、自分の体を自分で石で打ちたたいて傷付ける。恐らくこの状
況からこの人は村の住人の一人であったと思われるのですが、そんなありさまだと村
に置いておくことはできない。他の村人が困る。だから村の人たちも泣く泣くという
か、仕方がなくこの人を墓場につなごうとしたのでしょうが、それでもそれすらでき
なかった。つまり完全に村八分どころか、村十分されている状態。だから村共同体か
らも自分自身からも疎外されているこの人の状態が悪霊がこの人と村共同体にもたら
したものを描くマルコの描写の仕方だということになるでしょう。悪霊がこの人を傷
付けただけではない。村共同体からも仲間を一人奪ったことになる。聖書の中で面白
い事に悪霊に取りつかれている人は、たいていイエズスが何者かその正体に気が付き
ます。弟子たちも分からない。他の人々も全然気付いていない状況で、悪霊に取りつ
かれている人たちは、何らかの意味でイエズスの正体を見る。ここでも、イエズスの
正体に気付いたこの人はとてもかなわないと思ったのでしょう。いと高き神と言いな
がら、一種のけん制をしていると考えられます。かなわないなら、いくらかでもイエ
ズスの力をけん制することで自分に有利に運ぼうとしたでしょう。でも、イエズスに
名前を問われて答えてしまっていますから、イエズスの方が力が上だということを表
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しています。名を問われて答える場合、その人に屈服するということを表す古代思想
の表れです。この人はレギオンと答えています。ラテン語で、日本語だと軍団と訳し
たらいいでしょうか。ローマの軍隊の編成上の単位で大体4,000人から5,000人ぐら
いの兵隊から成っています。だから言いたいのは、たくさんの悪霊が取りついている
んだ、有象無象の悪霊が取りついているんだ、と答えていることになる。だからこの
人の荒廃、あるいは荒んだ状態はさっきのようにすさまじい状況になっているわけで
す。
　ここで、悪霊はこのイエズスにはかなわないと思ったので、自ら申し出て、「あの豚
に入らせてくれ」、つまりこの男から出ていくから、代わりに豚に入らせてくれと願っ
たことになる。イエズスがそれを認めた理由は何も書いてありません。ともかくイエ
ズスが許可を出したので、悪霊は男から出て豚に取りつきました。その結果、何が起っ
たかというと、豚が突然狂い出して、あっという間に2,000頭もの豚が崖から湖に飛
び込んで死んだ。
　この描写をしているある小説があります。カトリックの作家で日本では有名な小説
家でもう亡くなりましたが、小川国夫という人が『或る聖書』という作品で、この場面
を描きました。ちょっとだけ読んだんですけれども、豚が変身する様子を書くのです
が圧倒的な筆づかいで描いています。この図書館にあるかどうかちょっと確認してな
いので分かりませんけれども、興味がある人は読んでみてください。その年のある文
学賞をもらっていると思います。
　驚いたのは豚飼いです。自分が今まで飼っていた豚が突然、何の前触れもなく豹変
したと思う間もなく、地形から考えると多分崖の上だと思われますから、崖の端っぽ
に突っ走っていって、そのまま湖に飛び込んで死に、その死体がプカプカと浮かんで
いる。それを見て度肝を抜かれて恐ろしくなってこの人は村に駆け戻りました。駆け
戻ってもちろん報告をしたわけです。村人はそんなものはもちろん信じられなかった
でしょう。豚が突然2,000頭も狂い出して、自分から湖に飛び込んで死んでしまう。
そんなばかな事があるものかと思ったので確認をしにやってきました。それが資料の
３段目に述べた「見たものと見なかったもの」という所に述べてある事です。
　村の長老たちはやって来て、豚飼いが語った事を確認しようとしました。確認でき
たものは一つは、自分たちが追い出して墓場につなごうとして果たせなかった手の付
けられない男が普通の正気を持った男に変わっており、ちゃんと着物も着ていて、イ
エズスの足元に大人しく座っている姿でした。
　書き表してはいないんですが、この文脈からはっきり言えることは、恐らくプカプ
カ湖に浮かんでいる2,000頭の豚の死がいも見たでしょう、この２つを確かに見るこ
とができました。その結果、何が起ったかというと、この人々は恐怖に取りつかれま
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した。恐怖に取りつかれたこの村の長たちは、イエズスに「どうか出ていってください」
と、多分丁寧にだと思いますけれども、頼んでいます。体よくイエズスを追っ払おう
としました。理由は皆さんもお分かりになるでしょう。この得体の知れない力を持っ
た男がいると、豚2,000頭どころか、あと、1,000頭も2,000頭も死ぬかもしれません。
豚はユダヤ人にとって穢れた動物ですけれども、この地方の異邦人にとっては財産で
す、家畜ですから。自分たちの財産がこの男がいればいるほど、どんどん少なくなっ
ていく可能性が高い。もう少し想像をたくましくすると、俺たちの生活はどうなるの
か。子どもたちをこれからどうして食わしていけばいいんだなどの生活上の心配も当
然起こるでしょう。でも、この男とまともに渡り合って勝つ力は持っていないので、
一番安全な方策として、この男が村から去ることを願ったということになります。だ
から恐らく丁寧にだと思います、どうかこの村から去ってくださいと願ったわけです。
　ここでもう一つ分かりにくい事が起っています。どうしてイエズスは「はい」と言っ
て、そのまま去っていくんだろう。何も聖書は説明していません。去っていくことは
どういう結果を残すかというと、イエズスがやってきたこと、イエズスの訪れは喜び、
つまり福音と呼ばれる喜びの訪れではなくて、恐怖の訪れだけを残していくことにな
る。何故、イエズスは黙って去るんだろう。他に方法は無いんだろうか。聖書は何も
述べません。ただイエズスは去りました。
　ここにキリスト教にみられる一つの根本的な考え方が表れていると言うことができ
ると思います。簡単に言えば、イエズスは断られれば、去るしかないのだということ。
何もできない。ある人々はイエズスだって神の子なら、相手のために良い事なんだか
ら、強引にそれを押し通すことが何故できないんだろうと言うかもしれませんが、そ
れはできない。もしくは仮にできてもイエズスはしない。それは聖書を貫いている一
つの考え方です。つまり神は人の自由な応答を無視して何かをするということはでき
ない、あるいはなさらない。
　他にも、そう多くはありませんが、これと同じような事が出てきます。場合によっ
ては、イエズスはただただ待ち続けるしかないという状況も起ります。でもイエズス
は強引にはできない。何故かと言うと、聖書が述べるには、神がお造りになった人間
とはそういう特徴を備えているものだからです。自由に神に応答し、自由に神を拒否
することのできる存在。だからイエズスは「出て行ってください」と言われたら出てい
くしかない。相手の人がその思いをひるがえすまで。だから結果としては、イエズス
の訪れは恐怖と、訳の分からない困惑を残して終わることになりました。
　悪霊はというと、悪霊は豚と一緒に湖に沈んだわけですから、悪霊も死んだと思う
でしょうが、どっこい悪霊というのは聖書の中でそんなに柔な存在ではない。聖書の
思想のもう一つの特徴として、湖も川もそうですけど、あるいは海もいくつかの箇所
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で神に敵対する力の住処と捉えられています。もしここでもそうだとしたら、悪霊は
敗れたわけではない。ただ、一時的に自分の住処に逃げ帰って時を待っているだけだ
ということになるでしょう。
　じゃあ本当は何が起っているのか。この出来事を読んでいて、ある時、ふと気が付
いた事がありました。その時に鳥肌が立つような一種の恐怖感を覚えました。事が起
る順序を丁寧に思い返してみてください。みんな仕方がないなあ、やむを得ないな、
よく分かる、かわいそうにな、ちゃんと理由が付けられる。イエズスに「出ていって
ください」と頼んだ村人の願いも、それはそうだろうなあ、豚を2,000頭もいっぺんに
失えば。しかもこの人、どんな力を秘めているかまだよく分からない。自分たちの生
活が脅かされると考えた人たちは、当然、生活防衛をしようとするだろう。他にやり
ようがなければ、どうぞ引き取ってくださいませんかと願うだろう。イエズスとして
は、そう言われた以上、どんな思いがあっても、そこを去るしか他に方法は無い。そ
んなふうに出来事を一つ一つその理由と一緒に考えれば、みんなしょうがないな、よ
く分かるな、やむを得ないな、かわいそうになという理由で、全部が受け入れること
ができる。後で、ご自分たちで確かめてみてください。
　そうして一番最後になって、はたととんでもない事に気が付くわけです。悪霊は本
当は何をしたんだろう。何をたくらんでいるんだろう。そこまで考えれば明らかです。
悪霊は村人からイエズスを奪ったんです。表面上は村人が願ってイエズスに去っても
らいましたけど、初めからの出来事をつないでいくと、悪霊がイエズスを村人から奪っ
たんです。そして自分は時が来るまでは、自分の住処に逃げ隠れただけ。イエズスと
悪霊との闘いはまだ終わっていない。そして村人は全く気が付いていませんから、知
らないままにイエズスを奪われ、別の言い方をすると、イエズスがもたらすはずの喜
びと救いのおとずれを奪われて、それに気が付かないまま、イエズスを村から失いま
した。
　何故そんな事が起ったか、理由はいろいろ考えられるでしょうが、先ほど、村人が
見た物を２つだけ挙げました。正気に戻り癒された、そこに大人しく座っている、悪
霊に取りつかれていた男のまともな姿。それから恐らく湖に浮かんでいる豚の死がい。
でも、そこで見なかったものがある、私にはどうしてもそう思えます。豚の死がいを、
癒された男を見ながら、村人が見なかったものとは何だろう。見落としたものとは何
だろう。
それは恐らくこう言うことができるでしょう。
　かつては、自分たちと同じ村共同体の一員として生きてきたその仲間を悪霊に取り
つかれたために村から追い出さざるを得なかった。村人も自分たちの仲間を一人奪わ
れていたわけです。そのかつて失われた同じ村人、仲間であった男が、今、イエズス
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のせいで戻ってくることができた。取り戻されたかつての仲間の姿を村人は見ること
ができなかった。目に映らなかったということではなく、目にちゃんと正気に戻った
男を見ている。でも、その男の姿をどんなふうに見るか。もはや自分たちの生活への
配慮から、イエズスのしたことに対する恐れから、戻ってくることのできた、癒され
て戻された仲間と見ることができなかった。つまりそれは見なかったわけです。もし
それを見ることができなければ、豚は2,000頭です。自分たちの財産です。財産であ
る豚2,000頭と、さんざん自分たちに苦労をかけた変な男一人、それは誰が考えても、
みんな豚の方を選ぶでしょう。悪霊は見事なやり方で村人からイエズスを奪ったのだ
と思います。しかも村人にも癒された男にも、おそらく一緒にいたはずの12人の弟子
たちにも誰にも気付かれないまま、見事に村人からイエズスを奪い取りました。
　ただイエズスだけがそのことに気が付きました。だから「一緒に連れていってくだ
さい」と願った癒された男に、イエズスは連れていくことを認めませんでした。「あな
たはここに残りなさい。残って神様があなたの上にしてくださった事を、みんなに全
て話しなさい」、そう言って、そこに残しました。つまりイエスもまた、ただ村を出
たわけではない。そこに喜びの可能性のくさびを一本打ち込んで、それで村を去って
いるということになります。それ以外にイエズスはその場でする事は、できる事はも
う何もなくなっていたから。でもそれだけはしなければならなかった、することがで
きた。だからイエズスは喜びの可能性をそこに打ち込んで去ったのだと思います。
　ではこの戦いの結末はどうなるのか。それは恐らく十字架上のイエズスの死をもっ
て決着する。その時まで、これと似たような戦いは『福音書』の中で何度か続けられる
ことになる。これがこの話の中に、私が読み取ることができたものです。
　でも、皆さんにとっては面白いなあとか、そういうふうにも読めるのかということ
になるのかもしれないと思いますが、じゃあそれが私たちとは何の関係があるんだろ
うという、もっと大事な問題はそのまま残ってしまうかもしれません。この話が示唆
する同じ事は、多分、現代の私たちの生活や社会の中で起っています。ただ村人と同
じように、私たちがそれに気が付いてないだけです。
　時たま、ある時、私たちも気が付いて、ぞっとする事があるでしょうが、またその
うちに忘れると思います。悪霊はそんなに単純な存在ではないので、私たちが気が付
いて、しっかり次にガードできるようなそんな優しいやり方で私たちを攻撃するとは
思えない。
　ある研修会で私たちに話をしてくれた学識も霊性も優れた神父がこういうふうに言
いました。「イエス・キリストがもたらした救いというのは、悪霊との闘いを含む。た
だし、現代においては、悪霊は私たちにすぐ分かるような単純な攻撃の仕方を取らな
い。人間の関係性を壊していくというやり方で、私たち人間を傷付けていく」。それ
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を聞いた時にゾッとしました。言われてみればそのとおりなのです。悪霊はおどろお
どろしい姿を私たちに現わして、私たちを脅かすわけではない。ほとんど私たちが気
が付かない形で、人と人との関わり、人と自然との関わり、人と神様との関わりを損
なっていくという形で、私たちを傷付けていく。
　ミヒャエル・エンデという人が書いた文章を最後に紹介して、今もそれは起ってい
ますということを考えていただくための一つのヒントになればと思います。
　ミヒャエル・エンデのことは皆さんご存じでしょう。こども学科の学生とは３年生
の後期にその本を一緒に読んだりすることがありますが『モモ』という本で有名になっ
た、ドイツの児童文学の作家です。20年近く昔、朝日新聞の元旦の特別版にエンデが
こういう文章を載せたことがあります。私の拙い表現で言うより、そのまま読んでみ
ましょう。
「考えさせられる２つの答え−モモからのメッセージ」
　何年か前、中米奥地の発掘調査に出かけた研究チームの報告を読んだ中にこんな事
がありました。調査団は必要な機器類等の荷物一式を携行するために、インディアン
のグループを雇った。調査作業の全工程には完璧な日程表ができていた。そして初日
から４日間は、プログラムが予想以上に良くはかどった。運搬役のインディアンたち
は屈強で従順で日程どおりに事が進んだ。ところが５日目になって、彼らは先へ行く
足をぷっつりと止めた。黙って全員で輪になり地べたに座り込んで、もうテコでも荷
物を担ごうとしない。調査団の人たちは賃金アップを提案したがダメだった。叱りつ
けたり、遂には武器まで持ち出して脅かしたりしてみたが、インディアンたちは無言
で車座になったまま動かない。学者たちはお手上げの状態でとうとう諦めた。日程に
は大きな遅れが生じた。突然、２日後のことだった。インディアンたちは同時に全員
が立ち上がった。荷物を担ぎ上げ、予定の道を前進し出した。賃金アップの要求はな
かった。調査団側からあらためて命令したのでもなかった。この不思議な行動は学者
たちには、どうにも説明のつかないことだった。インディアンたちは理由を説明する
気などまるで無いらしく、口を閉ざしたままだった。
　ずっと後になって、白人グループの数人と彼らとの間に幾分の信頼関係が生じてか
ら、初めて一人が答えを明かした。「初めの歩みが早過ぎたのでね」という答えだった。
「わたしらの魂、（ゼーレ）があとから追い付くのを待っておらねばなりませんでした」。
　エンデはこう言います。この答えについて、私はよく考え込むことがあります。工
業化社会の文明人である私たちは、未開民族の彼ら、インディアンから学ぶべきとこ
ろまことに大きいのではないでしょうか。私たちは外的な時間計画－日程をとどこお
りなくこなしていきますが、内的時間、魂の時間に対する繊細な感情をとっくに殺し
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てしまいました。私たちの個々人にはもはや逃げ道がありません。ひとりで枠を外れ
るわけにはいきませんから。私たち自身が作ってしまったシステムは容赦無き構想と
殺人的な業績強制の経済原理です。これを共にしない者は落伍します。昨日新しかっ
た事が今日はもう古いとされる。先を走る者をハーハー舌を出しながら追いかける。
すでに狂気と化した輪舞なのです。誰かがスピードを増せば、他のみんなも速くなる
しかない。この現象を進歩と名付ける私たちです。
　が、慌ただしく走り続ける私たちは、果たしていかなる源から遠ざかりゆくのでしょ
うか。
　私たちの魂からですって？そう、私たちの魂は、もうはるか以前に途上に置き捨て
られました。それにしても、魂を捨て子にしたことで、肉体が病んでいます。
　だから病院や神経治療施設は人々であふれています。魂不在の世界－これが私たち
の走り行く目的地だったのでしょうか？
　もう本当に不可能でしょうか、私たち全員が狂気の輪舞をいっせいに中止して、お
互いに車座になって大地に座る、そして無言で待つ、ということは？
　もう一つの「答え」のことは、文化人類学者の友人から最近聞いたばかりです。これ
もひとりのインディアン女性の口から出ています。
　その友人が旅先で出かけた山の頂上にインディアンの村があった。その地方一帯に
は水源がたった１カ所にしかなくて、それは山のふもとの井戸だった。村の女たちは
毎日半時間の坂道をおり、帰りは重い水がめを肩にして１時間、山をのぼっていく。
友人は女たちの一人にたずねた－いっそ村ごと、ふもとの水源近くに移した方が賢明
ではないかね－。女の答えはこうだった。「賢明、かもしれませんね。でも、そうした
ら私たちは快適さという誘惑に負けることになると思います」。
　私たち文明人には、この答えは先ほどの答え以上にいぶかしく聞こえるのではない
でしょうか。快適であることが、なぜ誘惑と呼ばれるのか？私たちが手にした洗濯機、
自動車、エレベーター、飛行機、電話、ベルトコンベアー、ロボット、コンピューター、
要するにおよそ現代社会を構成するすべてのものは快適な生活のためにつくられたは
ずです。
　それとも？これらのモノは、暮らしをらくにします。骨の折れる仕事から私たちを
解放し、もっと本質的なことのために時間をめぐんでくれる。そうではなかったで
しょぅか、私たちを解放するんでしょう？
　そうです、確かに－。
　ただ何から解放するのでしょう？ひょっとして、まさに本質的な事から？だとした
ら一体どうなっているんでしょう？私にはあの奇妙な言葉を口にしたインディアンの
女の方が本当はこの私たちのだれよりも、ずっとはるかに解放されて自由なのだ、と
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いう思いがつきまとって離れません。
　聖書にも、これに似たふしぎな言葉があります。
　「人は、たとえ全世界を手に入れても、自分の魂（ゼーレ）を失ったら、何の益があ
ろうか」何言っている、魂がどうのこうのだってそんなものわれわれはどこかの路上
にとっくに置き忘れてきたよ。未来の世の中は徹底的に快適で、完全に本質不在の世
界になっているさ、あなたはそう思いませんか？
　毎年新年になるとこれを引っ張り出して読み返しているのですが、この20年近く、
いや、エンデの言っていることはおかしい、と残念ながらそういうふうに思えたこと
は一度もありません。
　ここにも私たちは何かを見ながら何かを見ていない。聖書の中の村人と同じような
何か気が付かないで犯している過ちがないのだろうか。どうしてもそんなふうに思え
ます。
　もともと与えられた時間では無理だということが分かっているのに、それを承知の
上でせっかく与えられた機会ですから、一度だけ本当はいつか皆さんに分かち合わな
ければならないと思っていた事を、あえてお話しすることを許していただくことにし
ました。ご清聴ありがとうございました。
藤尾：竹山先生、心に染み入るようなお話を本当にありがとうございました。では、
ここで、皆さんからご質問とか、あるいは感想でもよろしいんですが、お話しいただ
ければと思います。どなたからでも結構でございます。いらっしゃいませんか。はい、
唯一の学生さんですね、はい、どうぞ。
末永：こんにちは。国際人間学部こども学科４年の末永と申します。本日は、このよ
うな講演をしていただきありがとうございました。最後まで聞いてみて、自分の思っ
たことを述べさせていただきますと、私自身もやはり４年間この大学に通って生きて
きて、自分が将来どう生きるべきかというところに、本当に考えるところがたくさん
ありました。その中で自分が世の中からちょっとところどころ置き去りにされたよう
な苦手な部分があるというのを、この４年間で発見したこともあります。本日、先生
の講演を聞いて、やはり自分の苦手とするところ、そして自分の得意とするところに
対して丁寧に向き合って生きるということが、自分がこれから生きていく中でどれだ
け大切かということを少しだけ学んだような気がしました。ありがとうございました。
藤尾：４年間の学びの集大成みたいな、末永さんのお話でしたけれども、竹山先生か
ら末永さんに何かアドバイスみたいなものはありませんですか。よろしいですか。他
に、先生方、ご参加の皆さんからご質問とか感想でもよろしいんですが、感謝の言葉
でも。よろしいですか。
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　では、私の方から、非常に低レベルな質問で恐縮なんですが、『創世記』のここの部分、
最初の部分は何度か読んだはずなんですけれども、今日気が付いた事がありまして。
「われわれにかたどり、われわれに似せて人を造ろう。そして海の魚、空の鳥、家畜、
地の獣、地を這うものすべてを支配させよう。神は御自分にかたどって人を創造され
た」とありますが。神様というのは唯一絶対だと思うんですけれども、われわれに似
せてというのは、どういう意味なんでしょうか。
竹山：時々注意深い人は気が付いて、おかしいと言ってくる、そういう箇所が『聖書』
の中に何カ所かあります。その一つが先生が今、質問してくださった箇所なんです。
確かにわれわれというのは、唯一の神ということを主張するキリスト教とか『聖書』の
考えから言うと、どう考えればいいんだろうという質問が出てくるんですけど、専門
の学者たちの意見も実は一致してないんです。尊厳の複数と考える学者たちもいます。
割合一般的な説明の仕方ですけれども、つまり天皇陛下が自分の事をどうしてか私、
分かりませんけれども、朕と呼んだりする、特殊な言い方をしますね。外国の王様た
ちは、自分の事を一人称の複数で呼んだりします。それと同じような用法だろうと考
える説明、あるいは理解の仕方があります。
　もう一つは、恐らく天上で、古代世界のことですから、『聖書』といえども時代の制
約を受けますので、天上の会議のようなものが想定されていて、神様と天使たちの会
議かな。ともかく天上の会議が想定されて、その全体を指して、複数で表現している
んじゃないかと考える学者たちもいるようです。私に言わせると、どんな説明を聞い
ても納得できない。みんなそうかもしれないけれども、でも、全部をちゃんと説明で
きてない。むしろ古代のそういう言い方だと素直に受け取った方がいいのではないか
と思いますけれども、一応、説明としては代表的なものだけでも、こうした２種の理
解の仕方があります。それでよろしいでしょうか。
藤尾：大変ありがとうございました。他にいらっしゃいませんでしょうか。では、ど
うぞ。
廣瀬：こども学科の廣瀬です。本日はどうもありがとうございました。一点、悪霊に
取りつかれた、そのゲラサの人のお話の中で、悪霊は見事に村人たちからイエスを奪っ
てしまったと。そこだけをそういうふうに受け止めるとですね、何か絶望的なお話の
ように思えたんですが。ただ、にもかかわらず、最後にこの悪霊に取りつかれた人は
イエス様についていきたいと言っても、「あなたはここにいなさい」と、そこに残され
る。そこの部分を読んで、そこに希望が残されたというふうに、私は受け止めてみた
んですが、そういった捉え方はどうなのかなといったことをお伺いしたいことと、そ
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れからもう一つ、これは本当に私の感想ですけれども、悪霊に取りつかれた人という
のは、今の私たちの生活に引き据えて考えた時に、ちょっと嫌な事であったり、ちょっ
と困った人だなと思った人と出会った、その時にその人を排除するんじゃなくて、そ
ういうところに神との交流といいますか、つながる貴重な機会を宿されているんじゃ
ないかと。だからこそそこに目を向けて排除ではなくて、ちょっと寄りそうという
ことをもっと考えなければいけないのではないかなというふうに考えるとですね、
ちょっと自分の人との付き合い方や、学生との向き合い方をいろいろ反省させられる
ところでございました。いろんな事を考えさせてくださる機会になりました。本当に
今日はありがとうございました。
　第１点ですか、悪霊が村人からイエス様を見事に奪ってしまったと。でもこの悪霊
に取りつかれた人は、最後この村にこのイエス様に残りなさいというふうに言われて、
村に残ることになった。村に残ることになったということは、イエス様はいなくなっ
てしまったかもしれないけれども、イエス様の働き、神様の働きを知った人がそこに
残るということは、その村に何らかの希望が残ったというふうに私は感じたのですね。
そういった読み方はどうなんだろうということでございます。
竹山：まさにそのとおりなんです。癒された男が「連れて行ってください」と言った理
由も何も書かれてないんですけれども、それは皆さんもちょっと想像をめぐらせば、
自分に照らし合わせてすぐお分かりになると思います。私の場合には、村人、村の中
にその男はとても残れないだろうと思います。何年ぐらいそういう状態だったのか分
かりませんけれども、自分が何したか、まず多分覚えていないだろうが－。覚えてい
ればますます残れないだろう。覚えてなくとも、人から聞くでしょうし、自分の傷付
けた体とか、引き裂いた衣を見れば、どんな事を自分はやったんだろうというのは分
かるでしょうから、まず恥ずかしくてというか、居ても立ってもおれなくて村人の中
に居残るということはできないだろう。連れていってください、この人が癒してくれ
たんだから、この人と一緒なら何とか生きていけるというので、連れて行ってくださ
いと願うのは当然だろうなあと、そう思います。それだけにイエスが残れというのは、
とっても不思議な命令だと思います。
　実は特に『マルコ福音書』だと、イエズスが癒された人に対して、何回か割合数が多
いんですけど、「しゃべるな、他の人に言うな」という、通常、禁止命令と言いますけ
れども、そういう命令を下す場合が多いんですね。それも不思議ですけど、現代流に
考えると、しゃべってもらった方が宣伝効果が上がるのになと普通は思うのに、イエ
ズスは「誰にも言うな、しゃべるな」と言います。
　ただ、ここでだけイエズスの方から「みんなに、あなたがしてもらった事を言いふ
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らしなさい」と言っているということも、不思議な感じ。だからこれはおっしゃった
ように、イエズスがこの人を残すには、この人に自分の身に起った事を語らせるため
であった。何で語らせるかというと、それ以外にイエズスの来た本当の意味が村人に
は伝わらないから。つまり、イエズスは混乱と破壊のために来たんじゃなくて、この
人の救いに表されるみたいに、人々の救いのために来た。人々に平和をもたらすため
に来たんだけど、そういうふうに伝わっていないから、でも、この人はそれを自分の
身で経験していますから、だからこの人なら語ることができる。それでその人を残し
て語ってもらう、イエズスは語れませんから。そう考えればまさに、この村に一筋の
希望を残すためであったと考えるしかないだろうと思います。
藤尾：はい、ありがとうございました。他にございませんか。では、最後にキリスト
教文化研究センターの所員であります、獅子目教授からお礼の言葉をお願いいたしま
す。
獅子目：竹山先生、本日のご講演ありがとうございました。最初に、図らずも退院なさっ
て間もないお体でのご講演になってしまいましたことをどうかお許しください。先生
には日ごろからごミサのお説教を通して、言葉が載せている豊かなもの、その広く深
い世界をお示しいただいております。昨今、その言葉が実態を伴わずに独り歩きして
いるように思います。教育の世界も例外ではございません。改革のうねりの中で豊か
な心と生きる力をはじめ、さまざまな言葉が理念として掲げられてはおりますが、い
つの間にか掛け声だけで実態を失って、いかにも軽く安易に扱われているように思い
ます。そのような時、ご講演を通して、本学の教育理念、カトリック精神に基づく人
格教育について振り返る機会を頂いたことは、極めて意義深いものと考えます。本日
も人間の尊厳性、その根拠とは、人工中絶その統計の実態は、それらとしっかり向き
合って、しっかり見ているのか、見たつもりになって教育をしているのではないかと、
刃を突き付けられたような気がいたします。
　悪霊に取りつかれたゲラサ人の癒し、村人は男と悪霊を同一に見ています。イエス
は男と悪霊をしっかり分けて見ています。男が正気になったことを村人は喜ぶべきな
のに、経済的な利益を優先したために、イエスを追い出してイエスのもたらす喜びを
失いました。まさに自分を見失っております。『福音書』に、「人は全世界を手に入れて
も、自分自身を失い損じたら何の得がありましょうか」という一節がございます。実
は「見たものと見なかったもの」というこの演題を聞いて、すぐに頭に浮かんだのは、
サン＝テグュジュペリの『星の王子さま』でした。狐が王子に「心で見なければものご
とはよく見えない。肝心な事は目に見えない」と語ります。私たちは見えない不安に
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かられて、見えるもの、つかめるものの方を信じたくなります。いかにも、見えたつ
もりになっているわけでございます。しかしながら見えなくても確かにあるもの、そ
う信じられるものがあるはずです。それを信じる心の強さというのは、誰かに与えら
れるものではなくて自分自身で育んでいくものだと思います。
　本学のキリスト教文化研究センターは2014年３月の報告書で、「キリスト教に関す
る学生の意識調査」を報告しました。その中で学生の入学時と卒業時の意識の変化を
比較しました。それによりますと、入学時は資格等見える自分を形成する教育に期待
するが、卒業時には内的な成長をもたらした教育を評価しているという結果が出てお
ります。卒業していく学生が、「マリア様、いやなことは私がよろこんで」など、本学
の建学の精神を評価し、実益よりも永続的な目に見えない価値へと関心が移っていっ
たことを示していると、このように分析いたしました。大学の４年間をとおして学生
たちにそのような意識の変化を自らさせていく、そういう教育力が本学にはあると思
います。そういう諸々の事を考えさせられるご講演をいただき、本当にありがたく思
います。竹山先生のその思いを私どもしっかりと受け止めながら、これまで以上に学
生のために教育に携わってまいりたいと思います。本日はどうもありがとうございま
した。
藤尾：どうもありがとうございました。今日は、私も竹山先生のお話を聞きながら、
こういう授業を学生達は受けているんだなあと。私もあらためて『聖書』ってこうい
うふうに読むべきなんだと、読み方の本当に入口を教えていただいたような気がいた
します。先生、本当に今日はありがとうございました。皆さんでもう一度、盛大な拍
手で感謝をしたいと思います。
　それでは、本年度のキリスト教文化研究センターの公開セミナー、これで終了させ
ていただきます。ご参加いただきまして、本当にありがとうございました。
